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石川県立美術館だより
DAYORI
B I J U T S U K A N

■ 茶道具と名物裂   前田育徳会尊經閣文庫分館

■ ー洋画の先駆者ー
　佐々木三六展    第3展示室

■ 明治の工芸    第5展示室

■ ハレを描く日本画   第6展示室

■ 新春を寿ぐ    第2展示室

■古美術優品展
　─山川コレクションを中心とした茶の湯の美─ 

国宝　色絵雉香炉　野々村仁清
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新
年
の
あ
い
さ
つ

館
長　

嶋
崎　

丞

平成24年1月4日（水）～2月5日（日）会期中無休

古美術優品展
─山川コレクションを中心とした茶の湯の美─
主催／石川県立美術館　　 七人猩々図　狩野常信筆

　

展
覧
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
前
号
ま
で
に
企

画
展
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
の
旧
美
術

館
開
館
に
あ
わ
せ
て
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
作
品
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

◉
色
絵
雉
香
炉　

野
々
村
仁
清
作　

山
川
庄
太
郎
氏
寄
附

　

ほ
ぼ
等
身
大
の
雉
の
香
炉
で
す
。
京
焼
の
祖
と

い
わ
れ
る
仁
清
の
彫
塑
的
な
作
品
の
な
か
で
も
秀

逸
で
、
緑
、
紺
青
、
赤
な
ど
の
絵
具
と
金
彩
で
羽

毛
な
ど
を
豪
華
に
彩
色
し
、
尾
を
水
平
に
保
っ
た

姿
に
焼
成
す
る
な
ど
至
難
な
技
が
駆
使
さ
れ
た
緊

張
感
あ
ふ
れ
る
作
品
で
す
。
庄
太
郎
は
戦
前
か
ら

戦
後
ま
で
命
が
け
で
守
り
抜
き
、
私
有
す
る
よ
り

公
共
の
財
産
と
し
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
と
旧
館
開
館
を
記
念

し
て
石
川
県
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
当
館

の
顔
と
し
て
今
日
で
は
重
文
の
「
雌
雉
香
炉
」
と

と
も
に
、
第
一
展
示
室
に
多
く
の
お
客
様
を
お
迎

え
し
て
い
ま
す
。
前
田
家
伝
来
。

◎
西
湖
図　

秋
月
等
観
筆 

畠
山
一
清
氏
寄
附

　

中
国
・
杭
州
に
あ
る
西
湖
は
古
く
か
ら
景
勝
地

と
し
て
知
ら
れ
、
文
人
墨
客
や
禅
僧
た
ち
の
憧
れ

の
地
で
し
た
。
本
作
は
画
面
左
上
の
「
杭
州
西
湖

之
図
／
於
北
京
會
同
館
／
作
此
圖
弘
治
玖
年
閏
三

月
拾
三
日
」
の
記
述
か
ら
、
雪
舟
の
高
弟
・
秋
月

等
観
が
明
に
渡
り
、
実
景
を
見
て
北
京
の
客
舎
で

描
い
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。
雪
舟
の《
天
橋
立
図
》

に
つ
な
が
る
特
徴
的
な
山
の
表
現
に
、
師
の
作
風

を
学
ん
だ
秋
月
の
力
量
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て

い
ま
す
。
能
登
国
の
守
護
畠
山
氏
の
末
裔
で
あ
る

畠
山
一
清
が
、
秋
月
等
観
、
狩
野
元
信
、
興
以
、

探
幽
の
《
西
湖
図
》
四
幅
を
旧
館
開
館
を
記
念
し

て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
井
上
世
外
旧
蔵
。

◎
色
絵
梅
花
図
平
水
指　

野
々
村
仁
清
作　
　

石
黒
伝
六
氏
寄
附

　

や
や
分
厚
い
筒
形
の
平
水
指
で
、
全
面
に
わ

た
っ
て
、
仁
清
独
特
の
貫
入
の
あ
る
や
や
黄
色
味

を
お
び
た
白
釉
が
厚
く
か
け
ら
れ
、
側
面
に
金
・

銀
・
赤
・
黒
・
緑
な
ど
の
彩
色
で
梅
の
老
樹
を
描

い
て
い
ま
す
。
花
は
紅
梅
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

金
彩
や
銀
彩
の
梅
花
を
そ
え
て
変
化
を
つ
け
た
華

や
か
な
中
に
も
格
調
の
高
い
作
品
で
す
。
旧
館
開

館
を
記
念
し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

□
和
蘭
陀
白
雁
香
合 

　

山
川
美
術
財
団
寄
附

　

江
戸
時
代
初
期
頃
に
我
が
国
に
舶
載
さ
れ
た
オ

ラ
ン
ダ
の
陶
器
で
す
。
細
い
頸
を
長
く
の
ば
し
た

白
雁
の
姿
で
、
胴
で
上
下
二
つ
に
分
か
れ
、
全
体

に
乳
白
色
の
白
釉
が
厚
く
か
か
り
、
嘴
や
目
、
頸

の
二
本
の
筋
、
足
な
ど
に
施
さ
れ
た
赤
絵
具
が
、

華
や
か
さ
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
優
雅
で
愛
ら
し

い
趣
き
の
本
作
の
類
品
は
少
な
く
、
藤
田
美
術
館

の
作
品
と
と
も
に
古
来
よ
り
名
高
い
名
品
で
す
。

新
館
開
館
を
記
念
し
て
財
団
所
蔵
の
一
三
一
点
の

作
品
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

【
関
連
行
事
】

◆
講
演
会
（
聴
講
無
料
）

　
「
山
川
庄
太
郎
翁
と

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

　

講
師
／
嶋
崎　

丞
（
石
川
県
立
美
術
館
長
）

　

日
時
／
1
月
15
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分

　

会
場
／
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年
十
月
に

石
川
県
文
教
会
館
で
、
第
五
十
九
回
全
国
博

物
館
大
会
が
「
地
域
と
博
物
館
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
県
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
博
物
館
は
、

当
館
を
含
め
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
域
の
歴

史
や
文
化
や
自
然
と
深
い
関
わ
り
あ
い
を

持
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
本
大
会
を
開
催
す

る
に
、
正
に
相
応
し
い
土
地
柄
で
あ
る
と
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

博
物
館
は
、
本
来
地
域
文
化
を
守
り
、
次

世
代
に
そ
れ
ら
を
伝
え
て
新
し
い
文
化
を
創

造
す
る
た
め
の
力
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
た
ま
た
ま
観
光
や
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
文
化
的
イ

ベ
ン
ト
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
と
同
列
に
論

ぜ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
貫
し
た
文
化

政
策
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

意
味
で
、
今
後
と
も
地
域
文
化
を
大
切
に
し
、

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
動
を
続
け
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当館企画館
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学
芸
員
の
眼

　

茶
事
で
は
茶
室
の
席
入
り
の
合
図
と
し
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
銅
鑼
を
最
初
に
展
示
し
ま
す
。
こ
の
銅
鑼
は

初
代
魚
住
為
楽
が
、
前
田
利
為
候
に
依
頼
さ
れ
、
皇
紀

二
六
〇
〇
年
の
記
念
と
し
て
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年

に
制
作
し
た
作
者
会
心
の
大
作
で
す
。
次
の
「
観
音
羅
漢

像
」
に
は
、
白
隠
独
特
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
禅
画
の

世
界
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
観
音
経
の
「
慈
眼
視
衆
生
、

福
壽
海
無
量
」
の
賛
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た

功
徳
に
新
し
い
年
の
「
平
穏
」
を
願
う
心
を
託
し
ま
し
た
。

次
に
小
堀
遠
州
と
前
田
家
の
つ
な
が
り
を
示
す
「
瀬
戸
茶

入　

銘
孫
六
」
や
「
梅
花
天
目
」
が
続
き
、
さ
ら
に
は
茶

壺
や
菓
子
盆
、
懐
石
家
道
具
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

名
物
裂
と
は
、
中
国
の
宋
・
元
・
明
・
清
の
時
代
に
製

織
さ
れ
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け

て
日
本
に
渡
来
し
、
わ
が
国
の
茶
道
を
は
じ
め
近
世
文
化

に
影
響
を
与
え
た
織
物
類
の
固
有
名
称
で
す
。
金
襴
、
緞

子
、
間
道
に
代
表
さ
れ
、
書
画
の
表
装
裂
や
、
名
物
茶
道

具
の
仕
覆
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
優
れ
た
鑑
識
眼
を

も
つ
茶
人
た
ち
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
家
は
名
物
裂
の
宝
庫
と
言
わ
れ
、
そ
れ
は
三
代
藩

主
利
常
が
、
海
外
へ
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
へ
家
臣
を
遣

わ
せ
、
買
い
集
め
た
も
の
で
す
。
利
常
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
デ

ル
フ
ト
陶
を
注
文
す
る
な
ど
、
文
化
大
名
と
し
て
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
名
物
裂
収
集

も
そ
の
美
意
識
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
ま
す
。
今
回
は
、
茶

人
た
ち
に
好
ま
れ
た
裂
を
中
心
と
し
た
三
十
点
に
よ
る
洗

練
さ
れ
た
美
の
世
界
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

1月4日（水）～2月6日（月）会期中無休

茶道具と名物裂

前田育徳会尊經閣文庫分館

古赤絵金襴手仙盞瓶呉須染付山水文水指

観音羅漢像　白隠筆

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　
　

　

※
展
覧
会
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

　

 

会
期
中
の
毎
週
日
曜
日
午
前
11
時
〜

　
（
1
月
8
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
・
2
月
5
日
）

◆
土
曜
講
座
（
聴
講
無
料
）

　
「
久
隅
守
景
の
眼
差
し
」

　

担
当
／
村
瀬
博
春
担
当
課
長

　

日
時
／
1
月
14
日
午
後
1
時
30
分

　
「
加
賀
の
数
奇
者　

― 

山
川
家
を
中
心
に 

―
」

　

担
当
／
高
嶋
清
栄
学
芸
第
二
課
長

　

日
時
／
1
月
21
日
午
後
1
時
30
分

　

会
場
／
石
川
県
立
美
術
館
講
義
室（
※
両
日
と
も
）　

【
観
覧
料
】　  （ 　

）
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

　

一　
　
　

般　
　

六
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）　　

　

大　

学　

生　
　

四
〇
〇
円
（
三
〇
〇
円
）　

　

高
・
中
・
小
生　
　

二
〇
〇
円
（
一
〇
〇
円
）

　

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
石
川
県
商
品
陳
列
所
で
開
催
の
「
産
業
と
観

光
の
博
覧
会
協
賛　

百
万
石
文
化
展
覧
会
」
に
あ
わ
せ
、
越
沢
宗
見
発
案
の
も
と
で
前
田
侯
爵
家
の
厚

情
に
よ
り
、
成
巽
閣
を
会
場
に
四
月
十
八
日
を
初
日
と
し
て
各
席
主
が
三
日
間
を
担
当
し
、
計
十
一
回

（
三
十
三
日
間
）
に
わ
た
り
空
前
の
大
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
主
は
本
多
男
爵
家
に
は
じ
ま
り
、

中
島
徳
太
郎
、
石
黒
伝
六
な
ど
金
沢
の
錚
々
た
る
数
奇
者
が
続
き
、
第
六
回
の
五
月
四
・
五
・
六
日
を
山

川
庄
太
郎
が
担
当
し
ま
し
た
。
端
午
の
節
句
や
青
山
緑
水
の
季
節
感
と
と
も
に
名
品
を
披
露
し
た
そ
の

茶
会
に
つ
い
て
、「
…
只
々
敬
服
の
外
は
な
い
。」
と
越
沢
宗
見
は
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
茶
会
の

記
録
は
、「
宗
見
茶
話
集
」（
昭
和
二
十
四
年
、
北
陸
茶
道
研
究
会
発
行
）
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
山
川
庄
太
郎
の
「
成
巽
閣
茶
会
」
の
一
端
を
再
現
い
た
し
ま
す
の
で
、
八
〇
年
の
時
を
超

え
て
、
茶
の
湯
の
美
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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佐
々
木
三
六
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）、
福
井
藩
士

佐
々
木
権
六
（
長
淳
）
の
次
男
と
し
て
福
井
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
権
六
は
嘉
永
七
年
の
ペ
リ
ー
来
日
に
際
し
て
軍

艦
ホ
ー
ハ
タ
ン
号
に
乗
り
込
ん
で
内
部
を
偵
察
し
、
慶
応

三
年
に
は
松
平
春
嶽
の
命
に
よ
り
渡
米
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

大
統
領
や
グ
ラ
ン
ト
将
軍
に
面
会
、
武
器
類
の
買
い
付
け

に
成
功
、
さ
ら
に
藩
の
製
造
局
長
と
し
て
銃
器
、
西
洋
帆

船
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
な
ど
の
製
造
を
手
が
け
大
き
な
功
績

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

三
六
が
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
に
留
学
し
た
の
は
明
治
八

年
の
こ
と
で
、
語
学
を
習
得
し
た
後
、
美
術
学
校
に
学
び

ま
し
た
。
成
績
は
優
秀
で
コ
ン
ク
ー
ル
で
何
度
も
賞
を
得

て
い
ま
す
。
帰
国
は
十
四
年
の
年
末
で
、
そ
の
後
、

二
十
二
年
に
日
本
最
初
の
洋
画
団
体
「
明
治
美
術
会
」
の

発
足
に
参
加
し
、
三
十
年
に
石
川
県
尋
常
中
学
校
（
後
金

沢
第
一
中
学
、
現
金
沢
泉
丘
高
校
）
に
図
画
教
師
と
し
て

赴
任
し
ま
し
た
。
下
図
の
「
石
浦
神
社
」
は
、
三
十
一
年

に
中
学
の
校
舎
か
ら
眺
め
た
石
浦
神
社
や
金
沢
城
の
石
垣

を
描
い
た
も
の
で
す
。
四
十
四
年
に
退
職
す
る
ま
で
の
間
、

伊
東
哲
や
遠
田
運
雄
な
ど
同
校
か
ら
東
京
美
術
学
校
西
洋

画
科
へ
進
み
洋
画
家
と
な
っ
た
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

大
正
十
三
年
に
は
金
城
画
壇
の
創
立
に
関
わ
り
、
高
光

一
也
氏
な
ど
の
先
達
と
し
て
活
躍
し
、
昭
和
三
年
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。
石
川
県
に
本
格
的
に
洋
画
を
伝
え
た
大
き

な
存
在
で
あ
り
、
五
年
の
第
六
回
金
城
画
壇
展
に
は
遺
作

展
と
し
て
四
十
六
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
イ
タ
リ
ア
留
学
時
か
ら
晩
年
ま
で
、

油
彩
・
水
彩
な
ど
四
十
余
点
を
展
示
し
、
そ
の
画
業
を
回

顧
い
た
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
頂
点
を
極
め
た
と
も
言
え
る
、
美
術
工
芸

品
の
製
作
技
術
は
、
武
家
社
会
の
崩
壊
と
と
も
に
注
文
主

そ
の
も
の
が
い
な
く
な
り
、
職
人
た
ち
は
相
次
い
で
廃
業

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
時
代
を
迎
え
、
欧
米
諸
国
へ

の
対
応
と
し
て
殖
産
興
業
の
政
策
が
執
ら
れ
て
か
ら
、
途

絶
え
つ
つ
あ
っ
た
そ
れ
ら
の
技
術
が
再
び
脚
光
を
浴
び
ま

す
。
輸
出
品
と
し
て
日
本
の
伝
統
的
な
美
術
工
芸
品
を
製

作
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
の
で
す
。

　

日
本
の
伝
統
的
な
美
術
工
芸
品
は
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
お
い
て
好
評
を
博
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
輸
出
品
と
し
て
の
日
本
の

工
芸
品
に
目
を
向
け
た
新
政
府
は
、
よ
り
一
層
ア
ピ
ー
ル

す
る
作
品
を
作
る
た
め
に
、
職
人
た
ち
に
積
極
的
な
指
導

を
行
い
ま
し
た
が
、
石
川
県
は
こ
う
し
た
施
策
に
対
し
て
、

早
く
か
ら
地
域
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
金
沢
博
覧
会
を
開
催
し
、

石
川
県
勧
業
場
を
設
置
、
続
い
て
金
沢
銅
器
会
社
の
設
置

や
、
金
沢
工
業
高
校
の
開
校
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
の
伝

統
工
芸
の
復
興
と
発
展
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
当
館
の
所
蔵
品
に
こ
の
時
代
の
資
料
が

充
実
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

　

輸
出
用
と
し
て
製
作
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
高
い

技
術
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
や
や
装
飾
過
剰
な
も
の
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
が
こ
れ
は
職
人
た
ち
が
注
文
に
応
じ
て

持
て
る
技
術
の
限
り
を
注
ぎ
込
ん
だ
も
の
で
す
。
密
度
の

濃
い
こ
れ
ら
の
作
品
の
数
々
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特集展示
洋画の先駆者

佐々木三六展
特集展示

明治の工芸
1月4日（水）～2月6日（月）会期中無休1月4日（水）～2月6日（月）会期中無休

第3展示室第5展示室

「色絵金彩花詰蓋物」清水美山 石造りの廃屋　佐々木三六石浦神社　佐々木三六
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特集展示

ハレを描く日本画
1月4日（水）～2月6日（日）会期中無休1月4日（水）～2月6日（月）会期中無休

　
「
晴
れ
舞
台
」「
晴
れ
の
門
出
」
な
ど
、
今
日
普
通
に
使

わ
れ
て
い
る
ハ
レ
と
い
う
言
葉
。
ハ
レ
と
ケ
は
、
柳
田
國

男
が
そ
の
概
念
を
見
い
だ
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
民
俗
学

で
は
重
要
な
主
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
種
々
の
論
議
を
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
正
月
や
祭
り
な
ど

の
儀
礼
は
「
ハ
レ
（
晴
）」
で
あ
り
、「
ケ
（
褻
）」
と
は

そ
の
他
の
日
常
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
漁
村
、
武
家
、
さ
ら
に
は
宮
廷
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

の
ハ
レ
や
ケ
は
あ
り
ま
す
が
、
主
に
農
耕
社
会
の
年
中
行

事
が
、
ハ
レ
・
ケ
・
ケ
ガ
レ
と
い
う
循
環
型
の
時
間
概
念

を
生
ん
だ
と
す
る
説
は
有
力
で
す
。

　

ハ
レ
の
日
を
設
け
、
ケ
の
日
と
の
違
い
を
際
立
た
せ
て

き
た
、
日
本
の
折
り
目
あ
る
生
活
や
時
間
の
流
れ
に
、
美

術
は
ど
う
関
係
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
建
築
に

お
い
て
「
ハ
レ
の
空
間
」
と
も
い
え
る
客
間
。
中
で
も
床

の
間
に
美
術
品
を
飾
る
事
が
定
着
し
た
の
は
書
院
造
り
が

広
ま
っ
た
室
町
時
代
で
す
。
し
か
し
江
戸
時
代
ま
で
は
、

そ
の
よ
う
な
贅
沢
を
一
般
庶
民
に
禁
じ
て
お
り
、
一
般
的

に
ハ
レ
の
日
に
床
の
間
を
掛
け
軸
で
飾
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
明
治
以
降
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
展
示
で
は
「
ハ
レ
の
日
を
飾
っ
た
日
本
画
」「
ハ

レ
の
日
を
描
い
た
日
本
画
」。
そ
し
て
「
ハ
レ
以
外
の
時

間
帯
を
描
い
た
日
本
画
」
も
比
較
展
示
す
る
小
特
集
で
す
。

現
代
に
お
け
る
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
は
、
ハ
レ
と
ケ
を

混
沌
と
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
お
正
月
の
ひ
と
と
き
日
本
人

が
愛
で
た
「
ハ
レ
の
美
」
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　

江
戸
時
代
以
前
の
古
美
術
を
紹
介
す
る
第
二
展
示
室
で

は
、「
新
春
を
寿
ぐ
」
と
題
し
た
特
集
展
示
を
行
い
ま
す
。

金
沢
の
冬
は
長
く
、
寒
さ
も
厳
し
い
で
す
が
、
一
足
早
く

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

寒
い
中
で
も
蕾
み
、
長
く
花
を
咲
か
せ
る
梅
は
、
古
く

か
ら
美
術
作
品
と
し
て
愛
で
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
絵
画
だ

け
で
な
く
、
陶
磁
器
・
漆
工
品
な
ど
あ
ら
ゆ
る
作
品
の
モ

チ
ー
フ
と
な
り
、
吉
祥
を
表
す
も
の
と
し
て
、
日
本
・
中

国
で
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
鮮
や
か
な
『
黄
南
京
梅
鶯

文
長
頸
瓶
』（
個
人
蔵
）
は
、
梅
と
と
も
に
鶯
が
題
材
と

し
て
用
い
ら
れ
た
迫
力
あ
る
作
品
で
す
。
松
竹
梅
と
花
鳥

が
描
か
れ
た
漆
器
『
蒔
絵
松
竹
梅
花
鳥
図
三
ツ
組
』（
個

人
蔵
）
に
は
、
か
つ
て
ハ
レ
の
場
で
用
い
ら
れ
た
華
や
か

さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、『
紅
白
梅
図
屏
風
』（
個
人
蔵
）

や
『
蒔
絵
梅
に
蔦
図
提
重
』（
個
人
蔵
）
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　

一
方
、
冬
の
花
を
題
材
に
し
た
作
品
が
、
加
賀
市
指
定

文
化
財
『
白
地
水
仙
文
縫
箔
小
袖
』（
菅
生
石
部
神
社
蔵
）

で
す
。「
雪
中
華
」
と
も
称
さ
れ
る
水
仙
を
刺
繍
し
た
気

品
溢
れ
る
小
袖
は
、
大
聖
寺
藩
主
前
田
利
道
の
娘
で
、
後

に
加
賀
藩
十
一
代
藩
主
前
田
治
脩
の
正
室
と
な
っ
た
法
梁

院
所
用
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
特
集
で
ご
紹
介
す
る
の
は
、
個
人
な
ら

び
に
寺
社
よ
り
お
預
か
り
し
て
い
る
寄
託
作
品
で
す
。
公

立
美
術
館
の
使
命
と
し
て
、
こ
う
し
た
美
術
作
品
の
保
管

が
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
今
一
度
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
、

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

第6展示室

新春を寿ぐ

第2展示室

桜下人物図（部分）　紺谷光俊加賀市指定文化財「白地水仙文縫箔小袖」
（菅生石部神社蔵）
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■
土
曜
講
座　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜　
　

美
術
館
講
義
室　
　
　
　
　
　
　

聴
講
無
料

14
日
（
土
）

久
隅
守
景
の
眼
差
し

村
瀬
博
春　

担
当
課
長

21
日
（
土
）

加
賀
の
数
奇
者  

│ 

山
川
家
を
中
心
に 

│

高
嶋
清
栄　

学
芸
第
二
課
長

28
日
（
土
）

近
現
代
の
仏
像
彫
刻

北
澤　

寛　

学
芸
専
門
員

■
講
演
会　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜　
　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

入
場
無
料

15
日
（
日
）

山
川
庄
太
郎
翁
と

　
　
　
　

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

嶋
崎　

丞　

当
館
館
長

■
上
映
会　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜　
　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

入
場
無
料

８
日
（
日
）

利
休
の
茶　
　
　
　
　
　
　
　
（
45
分
）　

16
ミ
リ
映
画

■
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム　

午
後
１
時
30
分
〜　
　

２
F
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室　
　

参
加
無
料

８
日
（
日
）

雨
で
も
ハ
レ
の
日
な
あ
に
？

　
「
ハ
レ
を
描
く
日
本
画
」
親
子
鑑
賞
会

今年度は中能登町で開催

平成23年度　石川県移動美術展
平成24年1月22日(日)～29日(日)会期中無休

　

本
年
度
の
石
川
県
移
動
美
術
展
は
、
下
記
の
と
お
り
中
能
登
町
で
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
に
始
ま
っ
た
移
動
美
術
展
も
、
本

年
で
二
十
五
回
を
数
え
ま
す
。
そ
の
間
、
県
内
あ
ち
こ
ち
の
町
を
回
り
、
こ

れ
ま
で
四
万
二
千
人
を
超
え
る
県
民
の
方
々
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
の
点
数
は
会
場
の
規
模
な
ど
の
制
限
が
あ
り
、
一
会
場
で
五
十
点
前
後

で
し
た
が
、
当
館
の
近
現
代
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
そ
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
抽
出
し
て
展
示
し
、
少
し
で
も
美
術
作
品
に
接
す
る
機
会
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
会
場
と
な
る
、
ラ
ピ
ア
鹿
島
で
の
開
催
は
三
度
目
で
す
が
、
前
回

の
展
示
作
品
の
メ
ニ
ュ
ー
を
更
新
し
、
新
た
な
美
と
の
出
会
い
の
場
と
な
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
作
品
は
、
日
本
画
、
油
彩
・
ア
ク
リ
ル
画
、

彫
刻
等
の
純
粋
美
術
作
品
を
中
心
に
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
浮
世
絵
版

画
の
名
品
も
合
わ
せ
て
展
示
す
る
予
定
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会　
　

場　

ラ
ピ
ア
鹿
島
（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
、
ミ
ュ
ー
ズ
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　

鹿
島
郡
中
能
登
町
井
田
に
部
五
〇
番
地

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７
│
７
６
│
１
９
０
０

開
催
期
間　

平
成
24
年
１
月
22
日
（
日
）
〜
29
日
（
日
）

開
場
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　

※
初
日
（
22
日
）
は
、　　

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

入
場
料　

無
料

東海道五十三次之内　蒲原　歌川広重

ラピア鹿島

1月の行事予定
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平成23年11月12日(土)～13日(日)

　

十
一
月
の
う
ら
ら
か
な
陽
光
に
包
ま
れ
た
近
江
地
方
を
、
二
日
に
わ
た
り

巡
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
文
化
財
現
地
見
学
は
題
し
て
「
近
江
│
祈
り
の

か
た
ち
│
」。「
三
館
連
携
特
別
展　

神
仏
い
ま
す
近
江
」
を
中
心
に
、
滋
賀
県

の
美
術
館
や
寺
社
を
巡
り
、
豊
穣
な
近
江
の
仏
教
美
術
を
堪
能
す
る
企
画
で
し

た
。
初
日
、早
朝
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
、昼
前
に
到
着
し
た
信
楽
陶
芸
村
で
舌
鼓
。

そ
の
後
「
神
仏
い
ま
す
近
江
」
の
信
楽
会
場
で
あ
る
M
I
H
O
 M
U
S
E
U
M

に
向
か
い
ま
す
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
棟
か
ら
美
術
館
ま
で
の
ト
ン
ネ
ル
や
橋
を
通

る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
穏
や
か
な
晩
秋
の
午
後
に
我
々
を
十
分
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
企
画
展
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
美
術
館
が
有

す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
思
わ
ず
唸
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夕
方
、
瀬
田
会

場
と
な
る
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
に
到
着
。
美
術
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
熱

を
帯
び
た
解
説
は
、
要
を
得
て
簡
潔
。「
お
陰
で
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
要

領
よ
く
鑑
賞
が
で
き
た
。」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

二
日
目
、
三
井
寺
（
園
城
寺
）
へ
向
か
い
ま
す
。
天
台
寺
門
宗
の
総
本
山

で
あ
り
、
近
江
屈
指
の
文
化
財
の
宝
庫
で
す
。
最
後
ま
で
案
内
下
さ
っ
た
僧

侶
の
ユ
ー
モ
ア
と
う
ん
蓄
は
、
一
時
間
半
を
と
て
も
短
く
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。
そ
の
後
、
隣
の
大
津
市
歴
史
博
物
館
で
「
日
吉
の
神
と
祭
り
」
を

鑑
賞
し
、
三
館
連
携
特
別
展
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。『
ほ
と
け
さ
ん
』
に

比
べ
、な
じ
み
が
薄
い
神
道
美
術
も
、担
当
学
芸
員
の
解
説
で
理
解
が
深
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
掉
尾
の
佐
川
美
術
館
で
は
幽
玄
な
地
下
展
示
室
で
解
説
を
頂

い
た
後
、
平
山
郁
夫
、
佐
藤
忠
良
、
樂
吉
左
衞
門
を
鑑
賞
。
中
で
も
平
山
郁

夫
「
平
和
の
祈
り
―
サ
ラ
エ
ボ
戦
跡
」
は
、図
ず
も
今
回
の
現
地
見
学
の
テ
ー

マ
「
近
江
│
祈
り
の
か
た
ち
│
」
を
締
め
括
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

行
程
を
通
し
て
足
早
な
印
象
で
、
反
省
が
残
り
ま
す
が
、
ご
参
加
の
皆
様

と
関
係
各
館
の
ご
協
力
の
も
と
、
実
り
深
い
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

十
一
月
十
三
日
（
日
）
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
竹
と
な
か
よ
し
、
橋
本
仙

雪
さ
ん
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
で
は
、
作
品
が
で
き
る
ま
で
の

作
業
の
実
際
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
竹
工
芸
作
家
橋
本
仙
雪
さ
ん
の
作

品
の
す
ば
ら
し
さ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、 

橋
本
仙
雪
さ
ん
の

お
弟
子
さ
ん
の
本
江
和
美
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の

道
具
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
竹
は

日
本
で
は
昔
か
ら
木
材
と
並
ん
で
身
近
に
使
わ
れ
て
き
た
素
材
で
し
た
。
講

座
で
は
、
ま
ず
、
竹
が
昔
か
ら
日
本
人
の
く
ら
し
を
支
え
て
き
た
こ
と
を
感

じ
て
頂
く
た
め
に
、
竹
か
ん
む
り
の
漢
字
や
竹
の
道
具
を
考
え
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
後
本
江
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
き
、
展
示
室
の
隅
で
竹

を
割
り
ひ
ご
を
つ
く
り
編
む
こ
と
ま
で
の
行
程
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

熱
を
加
え
る
こ
と
で
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
竹
の
性
質
の
お
話
も
伺

い
ま
し
た
。
参
加
者
の
お
子
さ
ん
は
じ
め
保
護
者
の
方
も
、
竹
が
人
の
手
と

心
で
美
し
い
工
芸
品
に
変
化
し
て
い
く
過
程
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

本
江
さ
ん
か
ら
の
橋
本
仙
雪
さ
ん
が
竹
で
籠
を
編
ん
で
い
る
時
に
「
こ
ん
な

楽
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
た
と
い
う
お
話
か
ら
、
橋

本
仙
雪
さ
ん
の
作
品
を
慈
し
む
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
江
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
わ
か
り
や

す
い
お
話
に
心
温
ま
る
想
い
を
感
じ
な
が

ら
、
最
後
の
活
動
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
橋
本
仙
雪
さ
ん
の
作
品
か
ら
自
分
の
お

気
に
入
り
の
作
品
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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『
法
華
経
』「
方
便
品
」
に
は
、
子
供
が
戯
れ
に
小
枝
及
び

筆
、
あ
る
い
は
指
の
爪
で
仏
を
描
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
人

達
は
徐
々
に
徳
を
積
み
、
慈
悲
の
心
を
持
ち
、
自
ら
仏
道
を

成
就
し
て
数
え
切
れ
な
い
人
々
を
苦
か
ら
脱
し
、
悟
り
へ
と

導
く
と
の
内
容
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
末
、
人
々

は
、
子
供
の
戯
れ
で
こ
れ
だ
け
の
功
徳
が
得
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
大
人
が
一
心
に
善
美
を
つ
く
し
て
造
形
に
あ
た
れ
ば

そ
の
功
徳
は
計
り
知
れ
な
い
と
考
え
ま
し
た
。こ
う
し
て『
平

家
納
経
』
や
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
な
ど
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

熱
心
な
法
華
宗
信
徒
だ
っ
た
本
阿
弥
光
悦
が
、
俵
屋
宗
達

と
と
も
に
制
作
し
た
一
連
の
和
歌
巻
や
色
紙
類
な
ど
も
、
こ

の
『
法
華
経
』
の
教
え
に
立
脚
し
て
王
朝
の
美
意
識
を
復
興

し
た
も
の
で
し
た
。『
槇
檜
図
』
は
そ
う
し
た
宗
達
の
活
動

を
集
大
成
し
た
も
の
で
す
。
地
は
金
箔
で
は
な
く
、
金
の
切

箔
や
砂
子
、
微
塵
を
ま
き
、
槇
と
檜
そ
し
て
樅
の
若
木
を
墨

に
一
部
藍
を
交
え
て
描
い
て
い
ま
す
。
画
面
上
部
に
は
金
銀

の
野
毛
に
銀
の
砂
子
、
銀
泥
に
よ
っ
て
霞
を
配
し
て
い
ま
す
。

　

天
台
法
華
思
想
は
、
大
地
に
樹
木
の
種
が
宿
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
人
間
に
も
悟
り
の
種
が
宿
さ
れ
て
い
る
と
説
き
ま

す
。
そ
れ
が
発
心
に
よ
っ
て
芽
吹
き
繁
茂
す
る
こ
と
を
象
徴

的
に
描
い
た
の
が
本
図
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
法

橋
宗
達
」
の
落
款
の
書
体
か
ら
、
本
図
の
制
作
年
は

一
六
三
〇
年
代
半
ば
頃
、
宗
達
の
晩
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

晩
年
の
宗
達
は
禅
僧
が
賛
を
す
る
水
墨
画
を
描
く
な
ど
、
禅

と
の
関
わ
り
を
強
め
て
ゆ
き
ま
す
。
本
図
も
、
そ
う
し
た
精

神
的
背
景
か
ら
制
作
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

一
月
四
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
、企
画
展
「
古
美
術
優
品
展
」

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

1月の休館日は
1日（日）～3日（火）

ご利用案内

コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）
　大学生　280円（220円）
　高校生以下　無料
　　※（　　）内は団体料金

1月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

次回の展覧会

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室 第3展示室

春の優品選Ⅰ 刀剣と槍 寺田栄次郎展
─10cm四方の小宇宙─

県文　槇檜図屏風　俵屋宗達

会期：2月10日（金）～3月24日（金）会期中無休


